
 

21
世
紀
に
入
っ
た
今
か
ら
百
年
前
（
１
９
０
０
年
明
治
23
年
）

頃
の
南
千
住
の
コ
ツ
通
り
周
辺
に
思
い
を
は
せ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

明
治
13
年
（
１
８
８
０
）
の
測
図
で
は
人
家
は
今
の
渡
辺
文

具
店
ぐ
ら
い
ま
で
で
し
た
。
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
の
測
図

を
見
る
と
今
の
泪
橋
交
差
点
ま
で
人
家
が
並
び
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
人
口
の
膨
張
は
日
本
の
近
代
産
業
の
発
展
と
お
お
い

に
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。

南
千
住
は
古
代
よ
り
交
通
の
要
衛
地
で
あ
っ
た
た
め
陸
運
と

水
運
が
発
達
し
船
田
ボ
タ
ン
工
場
（
明
治
11
年
）
、

千
住
製
絨
（
ラ
シ
ャ
場
）
（
明
治
12
年
）
、
東

京
板
紙
（
株
）
（
明
治
19
年
）
、
日
本
石
油

（
明
治
21
年
）
、
東
京
瓦
斯
千
住
製
造
所
（
明

治
26
年
）
、
南
千
住
駅
隅
田
川
貨
物
駅
（
明
治

29
年
）
、

東
京
電
灯
千
住
発
電
所
（
明
治
38

年
）
、
東
京
毛
織
物
（
株
）
・
磐
城
採
炭
（
株
）

（
明
治
39
年
）
、
東
京
電
気
機
械
（
株
）
千
住

木
工
場
・
大
和
田
玩
具
（
明
治
40
年
）
、
東
京
紡

績
（
株
）
・
大
日
鉄
工
場
・
田
辺
製
薬
・
大
日
本
紡
績
（
株
）

•
東
京
レ
ー
ザ
ー
・
東
京
合
皮
・
東
京
製
皮
ｅ
ｔ
ｃ
（
明
治
42

年
）
。

そ
の
人
々
の
日
常
生
活
必
需
品
を
コ
ツ
通
り
商
店
街
が
一
手

に
引
き
受
け
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
発
展
ぶ
り
と
繁
盛
ぶ

り
は
す
ご
か
っ
た
で
す
。

敗
戦
（
１
９
４
５
年
）
の
３
月
10
日
の
大
空
襲
に
よ
り
一
挙

に
全
滅
、
そ
の
一
ヵ
月
後
に
は
駅
前
の
東
京
電
機
製
作
所
の
焼

け
跡
で
た
く
ま
し
く
露
店
を
開
き
始
め
ま
し
た
。

昭
和
30
年

（
１
９
５
５
）
代
～
40
年
（
１
９
９
５
）
代
に
最
盛
期
を
迎
え
、

そ
の
後
、
大
型
ス
ー
パ
ー
と
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
り
元
気
が
無
く
な
っ

て
来
つ
つ
あ
り
ま
す
。

２
０
０
１
年
１
月
20
日
発
行
を
再
掲
載
致
し
ま
し
た
。
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

21
年
の
吉
田
家
の
医
療
費
総
額
（
含
交
通
費
）

は
約
38

万

円
で
し
た
。
少

な
い
年

金

生

活

で
、

少
し
で
も
還
付
金
が
欲
し
く
て
、
毎
年
ぎ
り
ぎ

り
に
確
定
申
告
に
行
っ
て
大
慌
て
す
る
の
で
、
今

年
は
早
め
に
行
こ
う
と
準
備
し
ま
し
た
。
結
果

は
２
万
４
千
円
の
還
付
で
し
た
。

21

年
の
支
出
は
源
泉
徴
収
税
６
万
円
、
国
保

料
31

万
円
（
高
い
!!

）
、
介
護
保
険
料
８
万
円
、

生
命
保
険
料
23
万
円
、
住
民
税
10
万
円
、
医
療

費
38

万
円
で
、
合
計
116

万
円
で
し
た
。
現
在
７

４
歳

で
、
２
割

負

担

の
医

療

費

で
も

こ
ん
な
に

高
い
の
で
す
。
そ
し
て
国
保
料
が
高
す
ぎ
ま
す
。

こ
れ
で
は
払
え
な
い
方

が
続

出

し
ま
す

。
参

議

院
選
挙
で
意
思
表
示
し
ま
す
。

確

定

申

告

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
３
月
８
日
、
日
帰
り
で
香
川

県
の
金
刀
比
羅
宮
を
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。
成
田
空
港
を
出
発
し
、
こ
の
日
は
雲

海
か
ら
飛
び
出
し
た
富
士
山
を
横
目
に
、
名
古
屋
・
琵
琶
湖･

姫
路
上
空
を
経
て

高
松
空
港
へ
。
バ
ス
と
電
車
を
乗
り
継
い
で
、

琴

電
琴
平
駅
に
到
着
で
す
。
地

こ
と
で
ん

酒
の
醸
造
元
が
開
設
し
て
い
る
「
金
陵
の
里
」
に
立
ち
寄
り
、
酒
造
り
に
ま
つ
わ

る
展
示
を
興
味
深
く
見
学
し
た
後
、
歩
を
進
め
る
と
、
有
名
な
石
段
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
御
本
宮
（
785
段
）
ま
で
は
過
去
、
修
学
旅
行
な
ど
の
際
に
登
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
大
門
を
く
ぐ
り
神
域
へ
。
「
五
人
百
姓
」
か
ら
名
物
の
加
美
代
飴

を
買
い
求
め
た
り
、
御
厩
の
神
馬
が
飼
葉
を
頬
張
る
様
子
を
見
た
り
、
造
船
会
社

よ
り
奉
納
さ
れ
た
巨
大
な
ス
ク
リ
ュ
ー
を
眺
め
た
り
、
楽
し
み
な
が
ら
登
り
ま
し

た
。
よ
う
や
く
見
覚
え
の
あ
る
御
本
宮
に
到
着
で
す
。
早
速
お
参
り
し
て
一
休
み

の
後
、
今
回
は
初
め
て
奥
社
（
巌
魂
神
社
、
1368
段
）
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

い
づ
た
ま

の
道
の
り
と
違
い
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
森
の
中
の
静
か
な
参
道
を
登
る
こ
と
約40

分
、

つ
い
に
到
達
！
二
礼
二
拍
手
一
礼
で
健
康
と
商
売
繁
盛
を
祈
願
し
、
奥
社
限
定

「
天
狗
の
お
守
り
」
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
は
海
抜
421
ｍ
、
春
霞
の
讃
岐
平
野
に

飯
野
山
（
讃
岐
富
士
）
の
秀
麗
な
稜
線
が
浮
か
び
ま
す
。
絶
景
を
望
み
、
爽
快
な

達
成
感
を
味
わ
え
ま
し
た
。
帰
り
は
、
途
中
か
ら
裏
参
道
（
階
段
で
は
な
く
山
中

の
坂
道)

を
下
り
、
可
憐
な
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
甘
い
香
り
の
梅
の
花
を
楽
し
ん
で
か

ら
、
う
ど
ん
店
（
金
毘
羅
饂
飩

狸
屋
）
の
暖
簾
を
く
ぐ
っ
て
昼
食
で
す
。
も
っ

ち
り
し
た
う
ど
ん
が
美
味
し
く
、
気
さ
く
な
女
将
さ
ん
と
世
間
話
も
弾
ん
で
和
や

か
な
ひ
と
時
で
し
た
。
後
日
、
お
店
か
ら
素
敵
な
絵
葉
書
が
届
き
感
激
で
す
。
今

回
の
旅
が
一
段
と
思
い
出
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
毎
週
火
曜
日
は
、
定
休
日
で
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

土
休
日
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

コ
ツ
通
り
の
百
年
前

金
刀
比
羅
宮
の
奥
社
へ
、
「
体
力
勝
負
」
の
旅

３
月
～
４
月

す
ま
い
る
た
う
ん
読
者
様
限
定
！
只
今
、
メ
ガ
ネ
、
レ
ン
ズ
を
お
買
い
上
げ
の

読
者
の
皆
さ
ま
に
、
「
狸
屋
」
の
う
ど
ん
を
お
す
そ
分
け
し
ま
す
。
「
す
ま
い

る
た
う
ん
を
読
ん
だ
」
と
ぜ
ひ
お
伝
え
下
さ
い
（
先
着
５
名
様
）
。
当
店
の
最

新
情
報
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
発
信
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。
当
店
３
代
目
・
４
代
目
と
も
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
済
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
営
業
い
た

し
ま
す
。


